
実施時期（年月）
具体的な市民参加手

法・実施場所・実施回
数など

対象者
（対象とした理由）

・提供する情報
・聴取したい情報

目的（何についてどこま
で合意形成したいか）

令和６年５月 附属機関

岡崎市子ども・子育て会議（学識経験
者、子育て家庭、幼児教育、学校教育、
児童福祉事業などの子育て支援事業に関
与する方等、こども施策に関わりのある
方からのご意見をお聴きしたいため。）

・計画骨子案について
・計画骨子案に対する意
見

計画骨子案について御意
見をお聴きし、精度を向
上させる

令和６年５月 協議会

岡崎市子ども・若者支援地域協議会（社
会生活を営むうえでの困難を抱える若者
支援に関係する方たちからのご意見をお
聴きしたいため。）

・計画骨子案について
・計画骨子案に対する意
見

計画骨子案について御意
見をお聴きし、精度を向
上させる

令和６年７月 附属機関

岡崎市子ども・子育て会議（学識経験
者、子育て家庭、幼児教育、学校教育、
児童福祉事業などの子育て支援事業に関
与する方等、こども施策に関わりのある
方からのご意見をお聴きしたいため。）

・計画案について
・計画案に対する意見

計画案について御意見を
お聴きし、精度を向上さ
せる

令和６年10月 附属機関

岡崎市子ども・子育て会議（学識経験
者、子育て家庭、幼児教育、学校教育、
児童福祉事業などの子育て支援事業に関
与する方等、こども施策に関わりのある
方からのご意見をお聴きしたいため。）

・計画案について
・計画案に対する意見

計画案について御意見を
お聴きし、精度を向上さ
せる

令和６年10月 協議会

岡崎市子ども・若者支援地域協議会（社
会生活を営むうえでの困難を抱える若者
支援に関係する方たちからのご意見をお
聴きしたいため。）

・計画案について
・計画案に対する意見

計画案について御意見を
お聴きし、精度を向上さ
せる

令和６年12月 パブリックコメント
全市民（パブリックコメントは全市民対
象のため）

・計画案について
・計画案に対する意見

計画案について御意見を
お聴きし、精度を向上さ
せる

令和７年１月
パネル掲示等を用いた
掲載施策等に係る意見
聴取

市内のこども・若者（こども大綱におい
て、こども・若者の社会参画や意見反映
が重要とされているため。）

・計画案に係るこども施
策について
・計画案に係るこども施
策に対する意見

計画案に係るこども施策
について御意見をお聴き
し、計画の内容を充実さ
せる。

令和７年２月 附属機関

岡崎市子ども・子育て会議（学識経験
者、子育て家庭、幼児教育、学校教育、
児童福祉事業などの子育て支援事業に関
与する方等、こども施策に関わりのある
方からのご意見をお聴きしたいため。）

・パブリックコメントの
結果
・計画案
・計画案に対する意見

パブリックコメントの結
果及び結果を踏まえた変
更点を説明する。
また、計画(最終案)につ
いて御意見をお聴きし、
承認をいただく。

令和７年２月 協議会

岡崎市子ども・若者支援地域協議会（社
会生活を営むうえでの困難を抱える若者
支援に関係する方たちからのご意見をお
聴きしたいため。）

・パブリックコメントの
結果
・計画案
・計画案に対する意見

パブリックコメントの結
果及び結果を踏まえた変
更点を説明する。

実
施
・
運
用
段
階

令和７年３月
計画の公表（市HPで公
表）

こども計画の対象者
（対象者も含めて検討）

-
計画を広く周知し、内容
を知っていただく。

計
画
段
階

市民参加プロセス計画書：岡崎市こども計画の策定

Ｑ・そもそも、なぜこの計画又は事業が必要なのか？計画策定又は事業推進により解決したい課題は何か？

令和５年４月、こども家庭庁発足とともに、こども施策に対する基本的な考え方を明示し、こども施策を総合的に推進するため「こども基本法」が
施行されました。また、同年12月「こども大綱」が閣議決定され、全ての子ども・若者が心身の状況や置かれた環境に関係なく健やかに成長し、将来
にわたり幸せに生活ができる「こどもまんなか社会」の実現を目指すことが示され、若者を含めたきれめのない支援を推進するため、市町村こども計
画の策定が市町村の努力義務となりました。

これをうけ、令和６年度に終期を迎える、岡崎市の子どもと子育て家庭のための計画、「おかざきっ子 育ちプラン」を、必要な要素を追加したう
えで、市町村こども計画として策定することとしました。

ニーズの状況と課題を整理し、本市のこども施策を総合的に推進するため、岡崎市こども計画の策定が必要となります。

検
討
段
階

構
想
段
階

「岡崎市こども計画」は、現「おかざきっ子 育ちプラン」の令和６年度の計画満了に合わせて、現状と課題を整理し、必要な要素を追加したうえで、市町村こど

も計画として策定することから、検討・構想段階における市民参加の余地がほとんどありません。そのため、次期計画の内容について検討する計画段階から市

民参加を実施することとします。


